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1 熊fi遺跡、発射J，¥J1tの前提

11lY'J ~i~ fでは.火山以MFから多くの水IlJやJ，iのilI怖が般HJされている そして

これらの遺桃の発見はIjlに良主技術の発ii過れlを解明するH体的な資料の-t:i'J、だけ

ではなく .新しいlli{;九唱の展1mをも促している。すなわち司Jj-~I ，.t を辿じて 句 全体
事

史をf，Vfl止し得る位置へ導<'1¥裂なJ旦かかりともなりうるのである

従米の集部市は. fJ:llr;-祉の配lkやtH1:.;且物から例りIJ集J品を摘出し.各集部向性格

分析や!t治判 Iliの比較検バを 11 なヲことにより.日と f品形態的一般的法 ~IJ性をとヰき出

そうとしている この場合同 r!t{;品Jは.少数WIJを除いて，発蝦E淵伐によ勺て犯催

し1!1た住居h上併を対主としている 三いかえると.居住域内!t孫請として脱出IJされ

ざるを得ないiAdt干ーにあった

}，J: (j域内逃梢に加えて，回 -IHという If(接的な'1産域が侃尖にf巴えられ句その存

It形態と発展の7ロセスが解1l!1されるに従って !t~-五円以1I1は全体化さ IL . 分析の

対'#.i; 11<111的に拡大することになる。人1111ヵ、白然を改変しむがら，新しいっそIUJを組

織化してきたプロセえが，新たな時間制をもって問いなおされるに至ったのである。

i洋川県の、H'f'部は. iJJ~枯れI也. }*J状J也，I却施末端に加えて句隙々な成凶のWf}'!J也

力、iUuする この絞維な地形町中に点。する E皇制 ~~{i品のiti跡、 I j:.一見ランダムな立

J也をとるように比える しかし. ，;1'綱に分析を加えると.井itI跡はそれぞれの時期

に比、Lた水111..J I井地に臨んで立地することカ‘わかる 本川町有する点1!Xに政治的な

作物によって.農耕!t/i品的存11:形態が規制されるようすもしだいに判明しつつある

このような状況の下てイ出会遺跡を分析すると . 千里f'frllの ~{i品の立地ハタ ンには

あてはまらないことカ￥わか

る 遺跡周辺には.水田耕

作の可能な上地は全くない

1出u遺跡的成立は9世紀

後下であり，水凹~f)fを経

済池宮2にした律令体:.1JFの

-mi'i再である この内で熊
合遺跡は.政治的にはもち

ろん.経済的.社会的にも

斗L~f部で展開する地必の動

向とは異なる歴史的過程の

もとに成立した可能性が出

てくる。すなわち，、l"I'fgll

に展開する.水田耕11に中

化、をおく農林集部を r'tll!i 

み!U{i喜」としてもEえたtj占合



熊fr遺跡をはじめとする山HIJ部集落のうち.水111にJ"総をおかない股4井忠落を 「山
怜み集活」として対;足すべき内容がここにある

今回の熊ù遺跡、の発j~，制作では.このような悦占にもとづいたー山 IUI部における

農耕集部の成立とその民間を究明するこ とカ、大きな目的の一つでもあった。

2 '1'接みJI主格的発展7ロセス

稲作農緋の開始によ って成立した牒緋社会は.水田耕作の適地のひろがる平野剖i

を'i"(、lこ展開した。そして，開発の進援に作って，その範凶は外林郁，すなわち平

~t ffl¥に接する山斑や丘陵の谷あいへと拡大してゆく 。ここでは.これら干野部に展

開する里佳みlI!法的発展プロセスについて概観する。

伝統集落 群馬県下における稲作農耕の開始JUIについては.よだ明雄になってい

ない。 しかし ， 弥生時代後期かり占墳時代前lYI 相')~íiにかけて.県内西部一倍に分布

する陣式七日早や， 出~*百 i を中心として 1\墳時代 jÎ'íJYIに出現する行 111 川式土器を使用

した ~j'菩が水国主JI作を行な っ ていたことは，発j~，調査によ っ て館'火にな っている 。

JJ/. ú: . 水田そのものが確認されている 4世紀rlr~主には，大鹿股な水川耕作が展開さ

れている。この時期の水IIIは.中小河川の流成にかかる沖fuJ也か選定されており，

より少ない労力によ って.より効率的な農作業が行なわれている 用水の確保は.

河川から容易に取水が可能で、しかも水tj:Eliが日夜な段良町水/11である。このよう

な良好な水出は，その後も継続的に耕作が行なわれ，居住域では.弥生 占噴時代

前半から，奈良 ・平安時代に至るまでの俊介遺跡をなしていることが多い。農耕社

会におけるこのような継続的なi主肘を宥する遺跡は，伝統的な集部としてとらえら

ilる。

第一次新開集落 5世紀末から6世紀代にかけて生活体系に大きな変化が現われ

る。住居ではカマドが付設され. )国住城は拡大 拡散がくりかえされる。これらの

変化は水田耕作地の拡大に一致すると与一えられる。伝統集活では.}，日;住域が継続し

つつ拡大するが，このほかに，伝統集部周辺にも新しい集積が発生している。この

新しい集落は.河川のない谷に面している場介が多<.想定される耕地は欠水性沖

w地にあたる。この欠水制の沖般地は.かつて何らかの要因をも って沖積化された
ところではあるが.当時的現状では河川あるいは湧水などが蛙<.伝統集越の形成

時には無視されていた地内であった。しかし. }T1水の確保さえなされれば良好な水

団地'舟になるところでもあった。ここへの進出は.農耕用の揖'fJドをJ刷ることによっ

て可能となる。溜井ilFI慨のけi現が，新聞地への進出を可能にLた。この第一次新聞

集落の成立期は.耕地の色、激なI骨加が{足されるとともに.幹mlftと呼は'れる新しい
~域が発生した時lYI でもあ っ た 。

第二次新開集落 6-7111紀を通じて.水111耕作のi車地は。こ とごとく 開固され

ていた。しかし，執助なmJ田政策は続行されることになる。残されたり耕地は平野

都内過水地帯や開析谷支谷の冷水地帯のみであり，この部分が対象となる。水凹耕

作技術のうち放ち大切なものは.稲の生fiにl下う水管珪であり， Jfr水 過水地慌の

水管理は，技術的に~，(も鰭しいものであ っ た 。 8-9 世紀以降はー 千~t部で最後ま

で残された湿地や，谷地内の腐値未分解の仁壌を有する冷水 ・過水J也'Hiにも，収縫

訟の少ない1~凹が聞かれる 。 このような段階に成立した集部は第二次新聞集落とし

て分知することができる。
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谷底に立地する花般の集落

(t.'jf{d， 1111.えカ旬以以カ i場tllL 

~ J; ') そi，をとリまえよ 1

に怯ι為b、，l:Jt!!Lている.

'12 

3 (1m山績の泣跡分イ'Ii

宇野市;における比治の発展フロセスは大きく三段附に区分される そしてそれぞ

れの!t{i品は.その多くが基本(J'Jな生産止鈴としてのtE緋を水間耕作地に求めている

このような状汎に付して向ITJ立跡は本111"1緋I也が全くない奥山に立地Lている占、

で1寺呉である。

火山山舵であるとともに ， 高;~~.t也であるために，現イiでも未閉

そのためにill跡的発見も少ない 発見されているitI湖、の多くは戦後

白十JILlI飽ー借は、

発なI也か多く、

の入Mによる開相時に発見されたものが11-い I見合までに. I'i mUI蛇およびその周

J旦では.

17かfI片，

30か所のill!i4l;が硲必されており， その内ぷは，縄文時代(fFi 中・後)YIJ

弥生 占 Jflll年代の~{i品およびl'安時代(広義の凶分式期}13か川て'ある

e;J立i;t止発見である

'1' 'i<'時代の集7品は. その多くが標高1000m以上のところに分列している。 、J:j血1頃

rilJは. 山ull末端にひらけた比較的干111な部分に集中しており ， !ì~ü遺跡はその典引

とL、えよう 谷底での遺跡101Iか所のみである いすれも居住肢の近くには.生活用

水町佐f!t!がuft危な小MII!や幼水かある しかし句すべての地が府P;:のある，1，1.¥ボク1

地形的にも水川口I耕地はない

合j宜跡のはかに. {!'(jjtaJT井堀遺跡カョある

発1¥1.された'I"t，'却iのil't跡は句熊

井上制遺跡は.住居h上l事lのみの4問先である

に措iわれた地域で.

カヘ その形態は熊U"ill跡のi+:lll;'h上に近似しており .11¥ I~.ill物による年代観も ， 9世紀

中葉ではば一致する。

-}j¥ 純文時代町地跡は，山脆と谷底との1，1，i}jに

分布している山で， "11附な悼み分けの区分かなかっ

たことをf却冶コている これに付して干安則的泣跡、

は，先述のように山館、ドiUJ也に't'i'することが注目

される。 J.JLuの集f品は.ことごとく谷底に拠点を有

この点から比較すると付11目的立制迭をみしており.

せている

4 111楼み1I主務の成¥'[

以上の結果から. 熊合ill跡の'I''T'時代1主治は. 過

よからこのI也てP生rliが営なまれていたものではない

ことカf判った 干'l'tffl'の良好なれ1'lliJ也を中'L、として

水田緋作力、開始されたことによ って，山間部に住ん

でいた人々 bこぞって、I'Tf昔日へ移行をはじめていっ

主こ すなわち.水ml!1 flの開始とともに.山JHI郎は
主安な生川の舞台からはずされていったのである。

山間部ての'1活が1'1ひi井i始きれるのは司 千三~Ii時代に

なってか句のことになる

山間部にtliU集治力、iJt出するlI.fjijlは，斗"1'部では

すべての本IH適地が|制発Lつくされて.政L劣l皆、な

盛んに水田緋条件下にある冷水 ー』白木地帯にまで.

作が進出している時mlでもあった +聖子部における

~緋集治は，;j(凶緋作とともに自作むさかんに行っ
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-能世健「熊(1遺跡内

同調1l:j rtr-'!!~;C ftl 

1983. 3 

機広由耕地

人1i"HのIiIJ也は附よけ也山畑かち

い人11白こ比て問地主11..< 

焼旭町H験町はいない

:14 

ていた C)':H:'lt'，~ I、でU:，すでに4111紀代にはl;llf1~1t上カ佐認されておリ ‘ 6 ~1:紀や 12世

紀およびそれ以後円 11.:滅的な，f~'， lil の凋11:t hJd.'われている しかし，1m!域はあく

までも水回耕門ーを桁filJした形で立地している。 M，jfl(て'述べた干野別における集活拡
大 iI!:散のフロセス{ι あくまでι本川緋fiにIlolMしているといっ 8で.単に!(衆
のむ識のみにその聖書l刈を'h，!することはてきない r.~M社会において木川町 L つ政ィfl

Ü'Jf則曲l の分析か，1l，'~になゥてくる Lちろん.山rrlJ部への比必i1UI¥b句このような

ikHt下ての Hf部にむける't治則/JI"IIこI札制iされ.依拠していることはう扶であろう

山 IHJi刊の't /Aの L'止な ~Lì占の N.;位は I， ;r，(焔)fH"HJtであ勺た 従4しこのような立

地iki兄l'の't:~は . 料.1<な '17.I1奇陣式として， j':n;~l(，相11 人 . 山!íd，，jlllなとにかかわ

るものと Lて行えりIしてきた しかし.出史学的，!(俗'''/的な分析によっても町主

な生産II止をこのような特味な'1，.:¥'iに求めりれる生川悦式は汗j;;化きれていない

王IUI の J、介村ても~， 1が盛んにIrなわれてはいるが.これカ吐川町中心をなし得て

いるわけではな L、熊ih立制やJPlli;立跡的先制ぷ.Ji'1'ても句特妹な'101:を小唆する資

料はf早らilていない むLろ.嶋中的にt-tする"山w という.I;1岨11fiを社刊?とした

' 'j-:.i丙隊式を与えさるを仰ないことになる

l計.~& ~II~ の山 Il\Jifllには。(1十H山総と同様に，純文時代と '1"，ム一時代の混合といっ J立跡

分布を 'J、す地峡均、多い そして.これ句の地域に共通する山、I;j:，いずれも阜の世界

かり隔絶されたI也I戒にあた，ている すなわち.干~I j' ;~I) . あるいは、I'-j'f-:¥1¥と他のI也

肢を結.. }~ }レ トから，さらに奥山へと人フた地域である Lちろん.それらの地域

のほとんどは， J.!l.{，に至っても水11I緋{乍が不可能で

ある点で L共泊している。ホ川IJtfi・が政治的/f}Jと

LてJ且められ. しかも水mC!ll井をot'，c.、とした世界観
か桃築されている体制lドで。これと制j止する この

ような地域への将人は.体制i内の副/J1"/といつより，

むしろ扶助な水I日開111政策をとった体制に反する到J

きとも行えられよう 本国制作を紋来するというこ

とは句それたけで，体制!に付する!ぇ抗てeLある

引から陥絶された すなわち型人や それを包括

する体制的|吐出llJlの域外と与えられるI也城への進出

向出~1呈をここに比たい

5 ii民fTi立跡的発仰;，州立

熊(i遺跡的先制調11'に先ιっておこなわれた遺跡
分骨i謝咋の結県から， (1似山範における、l'安時代の

遺跡内主J也が. r'::j +~ ，~':i の'1'1111也[二 日S11'している山に

探 1 1 した。これらの地点I~ ， 一見すると 1' ;'1 (畑)ft 

に過した地形に思える しかし，JJLuの払必はこの

地山にはほとんどない 谷あいの傾斜地や谷成に止

地する

発J国E捌1tによッて.熊(1"逃跡のイi続!UJH:Jは， U1i 

mパにして一市式，あるいは，多くて L二叩式的範凶
l内にあるニとが判明した 山IB1部へiftH:l，千判な



r ~~，井適地」 を選J也した新住民たちは ， 但l期H日!のうちに ‘ その地，'í を肢来したこと

になる。同時におこなわれた火山臥マ〉分布調査によって.集認の放棄は，火山災害

とは無関係であることも判明している。

集落放楽についての疑問は，民俗E淵1tによって解決の糸口をは出すことができた。

この平担I也には1m前後の主ボ7がJ佐伯している。現六合村民lム根県ボク土砂を地

味のやせた上地内代名~ItJ として使用している 。 これに対し 、 谷あいの傾斜地は小艇

L多<.耕作に不仲l主:地形をしているが，上砂流出による撹件などによ って，作物

に対してはむしろ艮好な土壊を有しており ."J工土砂として区別している。 }j戦後

の淵拓民はー千担な，'Hボク上地引に進wしその地味の悪さを肥料の大181投入て'お
ぎな っている。また.この地1，Irはお'よ地帯でもある。地形的には農耕適地であるが，

地味の悪さと気装条件から，これ句のτJIN地は~緋には不適な仁I也であ っ た 。 平安

時代に進出した人々は，このことに気付いた時点で谷あいや谷底の点の農耕適地へ

移動したと与えたL、。その後は、これらの平担地は居住域，農耕地としての土地利

用は村i極的には行な っていない。干安時代の住居上止が凹J也のまま現在まで保存され

ていたことは，耕作などによる地形の改変がなかったことを LFFしている。

平野部にあって.水田農耕をjh調にした生活様式を、、里桜み生活隊式θ として.

これに対する本回以外の耕作，すなわち t引 (畑)作をw調にしたゴ出様式をい山被
み生活様式"として民桝社会におけるこつの生活隊式の抽出をよみた。この二つの

生活様式は，体制の内と外にある点で袈徴的な差異をみせることになる。旦怯み生

活様式てeの世界観は句早からはえる範囲，すなわち早から一望できる山の佼線の内

側lの世界といフことができる。群馬県では.6世紀代に亦城山荒山内山腹に植.fi1.ill[J

が成立しその後平安時代およびそれ以後には、大i~ .小沼恒例J.地蔵{日判lへと発

展してゆくことになる。この間に占、域山箆は.ギ別部 (攻。の水田卓越地帯)の埋

慎み生活線JC¥の拡大としての谷地111の開発に11'って. 111から里山へ.そして唱怜み

の生活域へと地域紘大ヵ、おこなわれる。そして.このフロセスでも.山lI1i肉眼目J地

帯 (現I1の水111• I'~\ 作üf交地帯 ) では ， 縄文時代以後に-w集落のとだえたところ

への再進出となっていく 。

一万、これり型恨み生活様式の外側であるI也1h:には9世紀ごろにな って新しい生活

様式が成""ーする。この生活械式lム早におけるや山砂とは異った.いわばい外界の

山ぺ現在の畑作卓越地1j.ti)の中での山修み生活隊式として新たな肢闘をはじめるよ

とになる。律令体制の崩壊に伴って出現した新しい生活様式といえよう 。

島耕社主におけるこつの生活樺式
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新'I:.i:百十L式の11'.現 9C-

(水UI 悩fNl-t定地帯)

里棲み生活栂式

山間地
( LI.i岳f，;flll) 6C-

A 

山|従;ま
第一次新聞集落 8C-

l í-.l;~Lt也 谷地川町出JJt

|叩1也H 第次新開集落 ー 5C-
制li'di'iP{の11¥J;見

'I'l也A 伝稲統f1集院叫落の開始
1 C-一(水田中越地帯)
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